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韓国文化展示の所感

徐栄振（光州日報社）

 韓国のキムチと日本のキムチに差があるように、プルコギと焼き肉にも日韓日照国

民の間で大きな意識の差が見られる。授業時間に日本の大学生が、焼き肉の中で牛の

内臓料理をホルモン料理というのは土からの掘り物から由来したと解釈することに驚

いた。韓国では英語の「Hormon」から由来していると解釈しているからである。

 しかし、日本人のホルモン料理は韓国と密接な関係がある。日本人は植民地時代以

前までは牛肉などをあまり食べず、特に内臓は全部土に埋めていたが、植民地時代に

徴用などで日本にわたってきた韓国人達が栄養補給のため土に埋めた動物の内臓を掘

り出し、料理を作って食べているのを見て、これを食生活に導入、食べ物の名前を掘

り物といい、これがホルモン料理と名付けられたという。

 これは両国間の文化伝播と意識の差などを研究する良い資料の一つだと思われる。

文化も国家と国民の間に相互作用を及ぼしているのであると考えられる。最近、韓・

日両国の文化に対し関心を持つ人が増えつつあるが、相手国の文化の自意的解釈や歪

曲現象も現れている。そのため、両国の同質性と異質性を研究するのに、国立民族学

博物館の機能と役割の責任が何より大きいと思っている。民族学博物館が日本におい

て韓国を理解・研究し、韓国文化を正しく伝播するメッカになることを願い、今回新

たに改装した朝鮮半島文化の展示物を注意深く観察した。

 1980年代、韓国の民主化運動が盛んであるときに、韓国、とくに5．18民主化運動一

光州事件の中心地であった光州では、反政府活動で犠牲になった大学生の葬儀行列が

度々あったが、この模様が世界各国にTVニュースなどで報道されたりしていた。こ

の葬儀行列は韓国の伝統葬儀とは異なる形態であった。私はこの模様を熱心に撮影す

る人々を見ながら、心配していた。この葬儀の模様が50～100年後、外国は勿論、韓

国の中でも伝統葬儀として認識されるのではないかと憂慮していた。当時の葬儀は伝

統の葬儀とは比較できないほど多くの報道陣と写真家、民間人により映像化されたか

らである。もし、このような葬儀模様が伝統の葬儀と誤解されると、これこそ歴史の

歪曲になるという考えを捨てされないのである。

 今回の展示物は韓国社会の理解に大きく貢献したことは当然である。しかしながら、
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徐榮振（光州日報祠：）

 召ヌ1斗‘フ1・早ヌ1’7トヌ｝017ト銀昊01暑エフ11斗‘oP1月目1（心証）’州王赴望・醤

号剋朴○回観瑚重｝9囚91ヌ回二二01エ銀τ｝．牛唱入1え素望薯91司厨

想01叶ヲ1t→早ぞ州杢9｝川を豆二三‘杢旦二二司，叫エ苛芒裂暑‘噛心証

叫二百（掘り物）’司レ『q弁妊叫エ胡弓糾セ唄司1昔飯u｝．尋号州三江01暑

閣司二重旦暑（Ho㎜on）司レ『叫薯唄立読胡州司・エ銀フ1瑚｛｝・1 u｝．ユ弔日1

望薯剋暑到‘立言暑豆司’心内｝巨富望召出モ圃7ト銀叫．望薯剋暑｛≧剤剋ス1

入圖・レヨη図セ到ユフ1号畠曽呈円ス1蕗鍛エ号司会を一石早嗜矧叫

暑銀セ二心剋ス囚三州碧暑山立嘱望田翁上石司9｝園山司・望耐号望暑・1

鵯誓旦者暑♀1二二明1立｝暑｛｝暑暑到用を｛｝心用音剤皇呈マ｝暑明円セ

桀暑皇エ。1高子一芸二王唱，音剤01暑暑‘叫魁三一立司旦上〔’叫蝕エ01

唄・1‘立旦暑且司’呈・陪ス回ゑ叫セ誤・1U｝．

 ・ト旨磐号そ｝到呈糾石心三生剤叫・1号暑望子司一セ奪書ス障一三叫叫

ユ想Z｝重｝叫．｛茜｝三号7一号剋暑入ト。回杢｝互Z｝ぞ一含司÷唄・1叫エ想

z：隆｝叫．司芒重｝望誓…弄呈山州則司刈毛｝忍｛｝泣声人ト君01昔σ11斗エ銀セ

司甘三号｛｝糾到ス山畑さ個・1耳隠尋むな呈叫叫叫旦剋叫．ユ山柴早

耳叫到暑召帽斗。1山田暑望子糾セ日1号島田否軒叫三島到フドま斗9奪，

司『雪01ユ司と昊旦叫ヨ叫エ想Z種｝1斗．望尋叫叫暑唐01望暑朔叙司刈

量号音01三王エ望子忌明，赴号呈糾暑叫旦三石叫司・セ司1ヲト升倒71暑叫

己｝遇刈・団司入肩晋三二を重｝‘彙｝月｝王呈重｝石入1暑’暑皇山高円1世紀下山．

 ス1毫｝ 1980雇τ肩 鳶｝・…｝91 剋三手」斗｛｝暑01 重｝茎｝（邊 1期 重｝『昇，長話 ‘5．18 剋三手3斗

金暑一一手朴一回号忍ス関望壱手司1ン虫ヨ魁碧早豊暑暑さト叫司想望を諭

す｝碧91モ｝91碧望017ト晋銀子一日101直島01刈囲z：亭号州TV」斤ム号六諭

皇呈引二二亡ト．01を小論翌｛≧重｝ヨ倒石筈を到舛モ亡卜忌憩司蝕1斗．出漁

・1言忌暑望碧司蒼噌糾セ入隠旧註ス1引回明司碧暑蝕τ｝，・1を到自信

・150－100遇早d1到号｛さ号暑重｝…号用司囚王冠暑を釧呈・1胡9ス1留｛｝ηト

司・セ♀習プレ薯唄01叫。な入1釧を司呈告薯心心を司レ司到ユ裂斗ゼ司亘望

冷叡暑只｝吾雪山三見二三浸入ド苞z｝7L望そ｝？ユ暑州旗胡噌甘糾9銀71

叫呈。｝u｝．唱叫ユ司尋を到呈告01石暑そ｝到呈皇胡宅叫唱。1王耐‘円朴朝

子’。1ヨ｝セ想冴暑ス1舌呈7図ユ銀u｝．

 01剋週入1暑喜尋号朴司暑01胡入1ヲ1ゼ司暑呈音01羽セ唄書喝望司・叫
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憂慮すべきは一部の展示物の事実表現の不足である。例を挙げると、喪輿の後ろに喪

服を着た人の人形が背をかがめずに立っている模様や、酒幕の屋根が銅板で作られて

いる点などは深刻な問題と思われる。

 韓国では喪主は罪人という考えから、頭を上げられないことが韓国と韓国人の孝の

精神を理解させる象徴的な模様の一つと認識されていた。しかし、喪服を着た人形は

下々と直立している。

 また、酒幕の屋根は韓国の伝統建築様式を説明するのに不可欠な部分である。草葺

きの屋根は韓国を象徴する代表的な建築物であるが、酒幕の屋根が銅板にとって代わ

ったのは、博物館関係者が明らかにした苦労は理解はできるが、観覧客に誤解を招く

恐れがある。チャンドクテなどが鉄板で作られたのも残念であるが、銅板の屋根だけ

は改善策があったのではなかろうか。皆野を観覧客の休憩室として活用しながら、韓

国文化を体験できる場所として考案したことは卓越した発想であると思われる。展示

物と観覧客が一体になるようなこの発想は今後韓国の博物館展示においても参考にす

る価値が十分にあるだろう。また、展示技法で民博電子ガイドを作り、モノとの対話

を誘導したことも遺物（資料）を過去の物や他人の物にとどまらず、現在の物として

観覧客への理解を手助けし、より親近感を持たせる効果があると考える。ただ、現在

では数量が少ない上、少々重いため、携帯用には多少不便である点は今後の改善課題

となると思われる。

 日本の動物園や水族館などを観覧したことはあるが、観覧客が自然との交感や対話

を通じて環境保存意識を持たせるという努力をしていることを感じたことがある。と

くに、大型建築物の中に自然環塊をそのまま設置し、魚とのコミュニケーションを体

験できるようにした東京近辺のある水族館の企画には、新鮮な衝撃を受けた。歴史的

な遺物展示や異民族の生活道具の展示も単純な展示ではなく、これを通じて歴史ある

いは異民族との対話と交感が行われるよう研究が持続されることが望まれる。

 展示企画者が今後韓国における日本文化と海外に居住する韓国人コーナーを構想し

ていることに関しては共感と関心を持っている。これは近現代の韓日関係の研究に重

要な役割をすると信じている。この分野は研究と遺物収集の焦点を韓国だけではなく

日本にも合わせるべきであると考えている。日本帝国時代に日本に徴用などで渡って

きた朝鮮人が日本と日本人に自然に与えた文化的影響もあるという点と、両国の文化

が総合交流・交感する過程で新たな文化を生んだと言う点を見過ごしてはならないか

らである。
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エ想冴を叫．ユ司屯刈王司碧01月ゼ唄書望早石入1暑到λレ塾子む早等

。｝叫．列暑暑（判甘α1（三三）月朔な昇｛｝唱薯な望（喪人）到三碧01号暑

子二二ス1留エ二丁・1刈銀ゼ旦告・1叫手叫（酒幕）到ス1号・1暑魁皇三二

司宅相号｛｝忍之卜重｝｛｝刈叫ユ想4重｝τ干．

 を号州刈セな（喪）暑な尋な手（喪主）ゼ二三01三二想な（¶刈エ増三二

ス1昊糾ゼ唄olを号斗二号二子互（孝）噌くユ暑01胡入1ヲ1セ丁丁司勉皿告

釧苛し｝呈望剤到三三叫．ユ弔司な昇畠（召・gq碧二三な身三三1？刈銀

モ…唄。1u｝．

 二丁三二到ス1暑薯妊号到怨暑君斎忌剤二丁噌司・セ司叫四望奈叡セ

二二・｝珠皇7図号薯聾号暑甘二三三巴旺二二干呈暑・1叫．ユ遇司ユ手

七子ス階・1暑普皇呈門司宅二二二二モ｝書対1スレレ計剋エ誉暑・伺ト昊さト

セ叫二目ス1魁モ｝二二号州三皇さ四杢ス匿フ図皇二三唄立呈旦q叫．

を昇司号・1三豊三三三二・二二二王。囲三二・図魁‘苦魁ス階’魁｛｝7認

司・1銀・恥ト計ス1錯暑ηL二二｛｝姓二二到昇剤上社皇呈呈墓ト暮糾唱刈を

号｛｝糾暑刈二重｝奈三二を杢呈ユ？｝重｝唄｛さ三二重｝早｝杢｝・｝叫三碧4・1

モ｝じ｝．石入ほ叫毛｝二二四望刈7ト二三尋司・セ・・1己種｝司・杢｝｛｝望」≧呈重ド新

二二暑吾石入回レ『王書エ曾魁をフレヌ1丹吾呈二二叫エ想4を三里を

迅入1フ憎明囚‘剋二二ストア回三二二二・囲二君斗潮司三二♀王を唄王

弁暑含斗囚到須。1叫信望二二叫ユヌ1州司ス1錯ヱむス四唄皇呈マ｝四

二モ｝三明到・1二二晋エ旦叫悲ヨ｝暑二三昇司セ互コ｝7レ戴叫ユ想4

を叫．二子竜ス収ノ『セ7山幸井司書司叫呈舌早円♀1昇司入ト｛｝司一7回U｝三

二廻苛二三召｛≧望皇呈釧フ二言三二二三z｝・1二二．

 望三寸暑四望0〕しト午否モ｝号暑暑叫U川明菜｝君を司01匹田司モ｝君担暑

・1‘スト望斗到ヱぞ・1二二二二暑胡芽掴三二到剤暑奏呈警司周ゼk斗書

志エ蝋箋｝と列暑蝕叫．号司司碧山三舎司1ス隠笹ぞ暑ユ司旧記・月叫

寺刃し｝暑エ71叫到ヲ1二月洲・P巨二二碧豆尋二王豆早モ矧銀セを午辱

書到フ團州三組を筈瑚暑魁フ1呈三二．明朴二二♀暑組入1叫。1剋尋到

碧暑王子石入1呈豊｛鍾｝石入1フト。ト日叫・1暑三三望朴空ゼ・ト」否斗釧

‘司糾七二そ｝’01。1早（刈召冷二王三三セ二二7レ平｛｝司測去月司。ト草｝｛｝

と獄丁．

 石入レ国スレレ望二三‘を号司レ『四望薯呈糾’二二三州二手苛セを二二’

ヨ．丁丁干杢｝計エ銀セ日1τ二胡暑二二モ｝・目｛｝奏セ可．01セ｛｝む田重｝望豊

月1暑望子苛セ司号豆重｝9重｝｛｝誹司叫エ望モu｝．。1甚。ドヨ望子斗弁暑

奈相到左相暑‘重｝…穿’マ｝。1。トぜ望暑’司1二重｝環王喫ゴト司。ト重｝叫エ想z｝二
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 実際に日本帝国時代、数百人の朝鮮人労働者を使い鉱産業を行った日本人の2世は、

幼少期に朝鮮人との思い出と共に当時朝鮮人の物と生活様式から多くの知恵を得られ

たと話す。

 また、海外に居住する韓国人の中で、日本に居住している在日同胞と関連した物は

韓国でも関心を持つべき重要な問題である。現在の在日同胞社会が徴用などで渡って

きた第1世代から第2、または第3世代に移る中で、同胞社会の意識と生活に大きな変

化を見せているからである。同胞3世は既に韓国より日本化されているが、韓国と日

本で国籍不明のような曖昧な位置に置かれている。このような時に、民博が中央アジ

アの高麗人、在米韓国人、在日韓国人と在日朝鮮人の文化を展示しようと言う企画は

韓国の関係者には大きな刺激になると思われる。
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じ｝．望刈入1τ胴1望薯司碧暑号立呈君司斗想塁｝司一唱人ト君暑01望薯斗望

暑q司圃ス阻ム唱川・團｛｝糾司曽響王叙叫モ召斗磐号到｛｝糾7ト甘重

丑昇，エ召司セ叫閣明囚入刊呈｛｝暑糾暑望印胡｝穀｛｝裂01叫芒召｛｝そ｝斗

司刈ゼ？｝月フ1瑚呈011斗．

 碧刈呈望刈入回州幸叫噌到尋号望上早スト暑早エ壱冠唱号暑鋤a

望薯望2矧フト♀遇入1翌叫を号qモ…叫網餓q手ql斗哲列ユな入1妊号望

到暑石斗嘆｝唐鯛囚踏書ス国1暑望銀音暑。1。國尋司。1銀u｝．

 王尋胡鯛1刃手司一ゼを号剋秀望薯司1囚手苛ユ戴ゼス狸皿王舛モ塑

週凌号名を号d囚三豊穣｝7レ司叶脅吾豆尋呈刈・1叫．観刈到ス爬エ

王入団セ碧｛｝号立呈石1斗9刈1補則司囚刈2矧τ肩王セ3刈1τ月呈品刃7ト屯

ン『丑王母司9191悶斗憩暑州鴇｛｝遇糾暑旦01ユ銀71剛｛｝01亡ト．丑王3

列暑｛≧o回を号旦叫望薯司・9dl銀一9．叶醒号斗望薯一司レ『呈早号司暑望

斗召｛≧o｝手σレ習碧重｝♀1ヌ回叙し｝ゼ唄01叫．。1己憧｝剛州剋叫。1秀（ぴ。ト

入1・回エ司勉ス胴重｝…｝勉スη望を号剋斗ス爬杢翌望到｛｝糾暑趣1苛

司ゼフ国舎聾号到著刈ス匿司切1誓スト号・1司司叫エ想4を叫．
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